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 研究結果 
 
本研究は、20 世紀前半の、モンゴル地域をとりまく内外の状況を視野に入れなが

ら、現地でのオーラルヒストリー調査と文献収集によって得られた情報源を基礎に、

満洲国と蒙疆政権時代における内モンゴルの音楽事業に焦点をあて、近代的内モンゴ

ル人の最初の音楽団体はどのように組織され、どのような活動が行われたかを考察し

た。それと同時に、モンゴル民族に対する当時の日本の文化政策、日本人におけるモ

ンゴル音楽についての研究も分析し、それが内モンゴルの音楽者たちが目指した文化

刷新運動との連動も注目した（論文「20 世紀上半葉日本対蒙古音楽之研究（20

世紀前半における日本人のモンゴル音楽研究）」）。 

本研究は、中国の内モンゴルや北京、遼寧省等の諸文書館、図書館、モンゴル国立

中央文書館で、1930，40 年代の内モンゴル地域でつくられたモンゴル民族の音楽作

品、モンゴル人学校で使われていた音楽の教科書、モンゴル音楽促進会会則など音楽

団体の資料などを収集し、当時の内モンゴルの音楽が吹き込まれたレコードをも分析

し、「復興したモンゴルの歌」などの歌の楽譜を復元したほか、これらの音楽作品の

主題、性格、特徴を検討し、チンギス・ハーンをたたえ、全内モンゴル人の自立、モ

ンゴル民族の振興などが、この時代の内モンゴルの音楽の特徴の一つであると指摘し

た。また、徳王の西ウジュムチン旗王府楽団、満洲国のモンゴル音楽促進会（1937～

45 年）など、モンゴル人の音楽団体の活動を明らかにすることができた（論文「19

30、40 年代における内モンゴル地域の民族音楽」）。 

本研究の成果として、論文「1930、40 年代における内モンゴル地域の民族

音楽」を 2011 年 8 月にウランバートルでおこなわれた国際学会でモンゴル語で発

表したほか、中国語で中国の学術雑誌でも掲載した。日本で出版する図書にも掲載す

る予定である。これらの成果をとおして、1930、40 年代に内モンゴル地域のモンゴ

ル民族の音楽文化の状況を知ることができ、モンゴル民族がかつて所有していた生活

・文化空間の視座をある程度、提供できたと思う。また、20 世紀前半の内モンゴル

と日本の音楽交流史の一側面をも理解することができた。 
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